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粘欄な 3-アセトアミノ 2-4-6 トリヨード安息香酸(油性ウロコリン)を用いる。レントゲ
ン撮影条件は，その部の骨格を撮影する条件でおこなう。
大腿四頭筋造影法:大腿四頭筋への造影剤刺入部位は，つぎの諸点である。






















C 1 ) 造影剤のなす線状像は，正常像にくらべて一般に不規則で，一部に欠損像または貯溜
像をみる。









症例:股関節脱臼 8 関節，股関節亜脱臼 15関節，その他の股関節に変形のあるもの15関節，
正常13関節，合計37人， 51関節である。
検査結果
1 )正常股関節では，股関節中間位において大腰筋は股関節の屈曲筋としての動きを示し，内
旋筋，外旋筋としての動きは，ほとんど認められない。
2) 股関節脱臼，亜脱臼例では，股関節中間位において，大腰筋は股関節屈曲筋としての動き
をもつほかに，外旋筋としての動きをもつものが多い。しかし，個体差があり，同じような
脱臼例においても外旋筋としての動きを示さないものがある。
つο
〔総括〕
1 )筋の動きをとらえる線状筋造影法を考案し，その方法を述べた。
2 )膝拘縮の病態を大腿四頭筋についてあきらかにし，これが臨床診断上また治療の指示のう
えに重要な子がかりとなることを明らかならしめた。
3) 投関節運動にともなう大腰筋の運動状態を明らかにした。また股関節脱臼，亜脱臼などの
個々の症例の大腰筋の作用を解明して，乙れが治療方針決定に重要な指標となることを明ら
かにし7こ。
論文の審査結果の要旨
1 )筋肉内に横断線状に造影剤を注入し， レ線撮影をおこなうことによって，今まで臨床検査と
して知ることの困難であった筋肉の勤きをとらえ，かっ，測定できる線状筋造影法を考案し，
その造影方法をのべた。
2 )線状筋造影法を用いて，整形外科疾忠としてm:要な膝拘縮について，大腿内fîJi筋の病態を明
らかにし，筋の変性癒着廠肢の存在などの診断が可能であることを示した。
3) 線状筋造影法を用いて，股関節外科においてm要であり，かっ疑問の点、の多い大腰筋の作用
について検索し，股関節脱臼亜脱臼など伺々の症例における股関節運動 lこともなう大腰筋の運
動状態を明らかにし，これが治療方針決定に東要な指13! となることを明らかにした。
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